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頒布のご案内 
 成形プラスチック歯車は，軽量，無潤滑使用，大量生産が可能など多くの利点を有しており，OA 機器，自動車部品などに多く

使用されている． 

こうした成形プラスチック歯車の今日の展開を目指し，開発研究・技術向上を実践する専門委員会が 1992年に発足した． 

 本研究専門委員会は、2022 年 2 月で創立 30 周年を迎える。この間，147 回の研究会，24 回の特別講演会，25 回の講習会，

40 回の見学会に加え，多くの小委員会活動(現在はプロジェクト小委員会)を行い，成形プラスチック歯車の技術向上を目指して

活動してきた．現在，本研究専門委員会は，この分野の学会研究会として，我が国では唯一の研究組織である． 

 この度，設立30周年を迎えるにあたり，本研究専門委員会は，30周年記念誌「記念誌プラスチック歯車の実力を正しく理解する

ために-材料試験，トライボ試験，振動・騒音試験および歯車試験-」を出版することにした．この記念誌は，委員会の 30 年の振り

返りとプラスチックおよびプラスチック歯車の試験法に関連する主要規格の最新情報をまとめたものである．本書は，プラスチック

歯車の設計・開発・評価を行う際の拠り所となる関連規格の解説書であり，プラスチック歯車に関係する技術者にとっては必携の

書になると自負している．  
 本誌まえがきより一部抜粋 
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